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平成28年における人身取引事犯の検挙状況等について
１ 人身取引事犯の検挙状況等

(1) 被疑者の状況
○ 国籍等別は、日本が40人(87.0%)で大半を占める。このほか、タイ、
フィリピン、中国。

○ 職業別は、風俗店等関係者16人(34.8%)、無職15人(32.6%)、その他(会
社員、自営業等)15人(32.6%)。

(2) 被害者の状況
○ 国籍等別は、日本25人(54.3%)、タイ８人(17.4%)、カンボジア７人(1
5.2%)、フィリピン５人(10.9%)、ベトナム１人(2.2%)で、日本人の被
害者は大幅に増加し過去最多。

○ 性別は、女性44人(95.7%)、男性２人(4.3%)で、男性は一昨年に続い
て認知。

○ 年齢層別は、20歳未満が16人(34.8%)、20～29歳が22人(47.8%)で、
両者は平成27年以降大幅に増加し８割以上を占める。

○ 被害の形態は、売春等の性的搾取が37人(80.4%)で大半を占め、この
ほか、ホステスとしての稼働が６人(13.0%)。また、労務作業(２人)、
建設作業(１人)の被害を初めて認知。

○ 日本人の被害は出会い系サイト等を利用した売春を強制させられる事
案、外国人の被害者はホステスとしての稼働や性風俗店において売春を
強制させられる事案が多い。

２ 検挙事例
(1) 日本人児童等被害に係る人身取引事犯(大阪府警察)

被疑者は、ＳＮＳを利用するなどして知り合った家出中の日本人女児等
６人に売春に関する契約書を書かせた上でマンションに居住させ、理由の
ない「罰金」を科しつつ、出会い系サイト等で募った客に売春をさせ、そ
の代金を搾取していたもので、被疑者(４人)を売春防止法違反等で逮捕(H
28.6)。

(2) タイ人女性被害に係る人身取引事犯(警視庁)
被疑者は、タイ国内でブローカーの「日本に無料で観光に行ける。」な

どの甘言を信じて来日したタイ人女性４人に対し、渡航費用名目等で借金
を負わせ、返済名目でデリバリーヘルス等での売春等を強制し、その代金
を搾取していたもので、被疑者(１人)を出入国管理法違反で逮捕(H28.7)。

３ 今後の対策
(1) 人身取引事犯の確実な認知、実態解明
(2) 人身取引被害者の的確な保護・支援及び保護機関との連携
(3) 人身取引事犯の取締りの徹底
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２ 被疑者の状況

(1) 国籍等別

※ 「その他」は、平成24年と25年は中国（台湾）、平成27年は中国（台湾）が１人、ブラジルが１人、

平成28年は中国

(2) 職業別

※ 「その他」は、会社員、自営業、建設作業員等



３ 被害者の状況

(1) 国籍等別

最近５年間は、タイ、フィリピン、日本に集中。
平成28年は、日本人被害者が大幅に増加し過去最多。

(2) 男女別



(3) 年齢層別

20歳未満及び20～29歳が平成27年以降大幅に増加し両者で８
割以上を占める。

(4) 被害形態別

○ 被害の形態は、売春等の性的搾取が大半を占め、このほか、
ホステスとしての稼働、その他（労務作業、建設作業）で、
労務作業(２人)、建設作業(１人)の被害は初めて認知。

○ 日本人の被害は出会い系サイト等を利用した売春を強制さ
せられる事案、外国人の被害はホステスとしての稼働や性風
俗店において売春を強制させられる事案が多い。

※ 平成27年の「その他」は、土木作業２人、ベビーシッター１人、農作業１人、飲食店従業員１人で、

土木作業及び農作業の被害は、平成27年に初めて認知。



〈日本人被害者、外国人被害者別の被害形態〉

４ 主な検挙事例

青森県警察 被疑者(夫婦)は、妻が以前稼働していた飲食店
の元同僚である日本人女性に対し、共に稼働して
いた当時から様々な名目で「罰金」を科し、同女
性が金銭を払えなくなると出会い系サイト等で客
を募らせ、売春を強制し、その代金を搾取してい
たもので、被疑者(２人)を売春防止法違反で逮捕
(H28.2)。

警 視 庁 被疑者は、タイ国内でブローカーの「日本に無
料で観光に行ける。」などの甘言を信じて来日し
たタイ人女性４人に対し、渡航費用名目等で借金
を負わせ、返済名目でデリバリーヘルス等での売
春等を強制し、その代金を搾取していたもので、
被疑者(１人)を出入国管理法違反で逮捕(H28.7)。

愛知県警察 被疑者は、フィリピン人女性３人に偽装結婚を
させて来日させ、日本に到着後は旅券を取り上げ
るなどして被疑者が経営する社交飲食店のホステ
スとして稼働させ、その報酬を搾取していたもの
で、被疑者(２人)を電磁的公正証書原本不実記録
・同供用罪で逮捕(H28.11)。

大阪府警察 被疑者は、ＳＮＳを利用するなどして知り合っ
た家出中の日本人女児等６人に売春に関する契約
書を書かせた上でマンションに居住させ、理由の
ない「罰金」を科しつつ、出会い系サイト等で募
った客と売春をさせ、その代金を搾取していたも
ので、被疑者(４人)を売春防止法違反等で逮捕(H
28.6)。

兵庫県警察 被疑者は、同棲する日本人女児を自己が稼働す
る飲食店のホステスとして働かせ、同児童が得た
報酬を共有財産と称して搾取し、費消していたも
ので、被疑者(１人)を風俗営業法違反等で逮捕(H
28.5)｡


